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まちの話題　　まちの話題　

自然レクリエーション村観光交流拠点施設が完成　7 月 20 日オープン
　

自
然
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村

観
光
交
流
拠
点
施
設
が
完
成
し
、

熊
野
海
水
浴
場
が
、
7
月
20
日
に

海
開
き
し
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
に
は
消
防
熊
野

分
団
長
を
は
じ
め
行
政
関
係
者

が
出
席
。
シ
ー
ズ
ン
中
（
8
月

31
日
ま
で
）
の
海
水
浴
場
と
キ
ャ

ン
プ
場
利
用
者
の
安
全
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　

新
し
く
建
設
さ
れ
た
観
光
交

流
拠
点
施
設
の
延
べ
床
面
積
は

約
３
０
０
平
方
㍍
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
）
で
、研
修
室
や
多
目
的
室
、

事
務
室
、
更
衣
室
な
ど
を
併
設
。

周
辺
設
備
の
整
備
ま
で
含
め
た

総
事
業
費
（
委
託
・
工
事
費
な
ど
）

は
約
２
億
１
１
０
０
万
円
。

　

施
設
の
整
備
で
、
地
域
の
魅

力
を
高
め
、
自
然
豊
か
で
の
ど

か
な
種
子
島
を
十
分
堪
能
で
き
、

あ
ら
た
な
観
光
地
の
創
出
に
よ

る
観
光
振
興
の
推
進
が
図
ら
れ

る
事
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
※
キ
ャ
ン
プ
場
の
施
設
利
用
に

つ
い
て
は
、

㉗
８
７
８
５
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

うんまかえ新米　油久小学校で新米交流給食
　

地
元
産
の
新
米
を
味
わ
う
新

米
交
流
給
食
が
、
７
月
15
日
に

田
渕
川
町
長
や
農
協
、
教
育
関

係
者
が
出
席
し
、
油
久
小
学
校

で
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
前
に
給
食
が

登
場
す
る
と
、
白
く
光
っ
た
お

米
を
口
い
っ
ぱ
い
に
頬
張
り
、

「
あ
ま
く
て
お
い
し
い
」
と
話
し

な
が
ら
、
一
足
先
に
新
米
を
味

わ
い
ま
し
た
。

　

新
米
を
提
供
し
た
の
は
、
馬

場
隆
次
さ
ん
（
中
之
町
）
で
、

７
月
12
日
に
自
宅
近
く
の
田
ん

ぼ
で
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

馬
場
さ
ん
は
、「
今
年
は
天
候
に

恵
ま
れ
良
い
米
が
出
来
た
。
お

い
し
い
新
米
を
た
く
さ
ん
味

わ
っ
て
欲
し
い
」
と
思
い
を
語

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
町
内
の
小

中
学
校
と
養
護
学
校
の
給
食
に
、

約
90
㌔
の
新
米
が
振
る
ま
わ
れ

ま
し
た
。

　観光交流拠点施設　キャンプ場の炊事棟

　みんなで食べる　生産者の馬場さんと一緒に給食

　ご飯を頬張る
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七夕飾りに願いを込めて　
　

７
月
７
日
の
七
夕
の
日
を
前

に
、
野
間
幼
稚
園
と
中
央
保
育

所
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
6
月

28
日
と
７
月
１
日
に
、
願
い

ご
と
を
書
い
た
七
夕
か
ざ
り
が

届
け
ら
れ
、
役
場
庁
舎
の
玄
関

と
教
育
委
員
会
庁
舎
に
飾
ら
れ

ま
し
た
。

　

笹
に
く
く
り
つ
け
ら
れ
た
短

冊
を
見
る
と
、「
ほ
ん
を
た
く
さ

ん
よ
め
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

「
サ
ッ
カ
ー
せ
ん
し
ゅ
に
な
り
た

い
」「
な
わ
と
び
が
１
０
０
０
か

い
と
べ
ま
す
よ
う
に
」「
お
も

ち
ゃ
が
ほ
し
い
」
な
ど
た
く
さ

ん
の
願
い
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

毎
年
、
心
の
こ
も
っ
た
す
て

き
な
七
夕
か
ざ
り
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
願
い
ご
と
が
届
く

こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　野間幼稚園

　中央保育所



広報なかたね 2016.8 月号　4
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都市と農村の交流で町の活性化を　中種子町グリーン・ツーリズム
　

平
成
28
年
度
中
種
子
町
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

（
鮫
島
安
平
会
長
）
の
総
会
が
、

6
月
28
日
に
中
央
公
民
館
で
あ

り
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
、
本
町
の
恵
ま
れ

た
自
然
環
境
や
農
林
水
産
資
源
、

歴
史
遺
産
、
伝
統
文
化
を
生
か

し
た
特
色
あ
る
体
験
型
余
暇
活

動
（
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
）

を
通
し
て
都
市
と
農
村
の
交
流

を
図
り
、
町
の
活
性
化
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
会
員
30
人

で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
新
潟
県
や
兵
庫

県
か
ら
の
修
学
旅
行
生
１
１
２

人
の
民
泊
を
受
け
入
れ
、
各
家

庭
で
安
納
い
も
や
サ
ト
ウ
キ
ビ

の
収
穫
体
験
を
通
し
て
交
流
を

し
ま
し
た
。
本
年
度
も
大
阪
府

や
広
島
県
、
新
潟
県
か
ら
の
修

学
旅
行
生
の
民
泊
受
け
入
れ
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

※
協
議
会
で
は
入
会
希
望
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
（
役

場
農
林
水
産
課
農
村
振
興
係
）

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。


㉗
１
１
１
１
（
内
線
２
０
２
）

　

７
月
13
日
に
種
子
島
高
校
で

安
納
い
も
の
バ
イ
オ
苗
引
渡
式

が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
渡
式
で
は
、
種
子
島
高
校

の
生
物
生
産
科
３
年
生
が
無
菌

培
養
し
て
育
て
た
バ
イ
オ
苗
「
安

納
紅
」「
安
納
こ
が
ね
」「
種
子

島
ゴ
ー
ル
ド
」
の
３
品
種
が
各

市
町
の
関
係
者
へ
引
き
渡
さ
れ

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
「
自
分

た
ち
が
育
て
た
バ
イ
オ
苗
の
安

納
い
も
が
、
全
国
の
消
費
者
に

届
け
ら
れ
、
種
子
島
経
済
の
起

爆
剤
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

種子島高校が地域農業に貢献
安納いもバイオ苗の供給

　

認
定
農
業
者
３
人
と
認
定
新

規
就
農
者
４
人
へ
の
認
定
証
授

与
式
（
２
人
が
欠
席
）
が
7
月

７
日
に
、
町
長
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

農
業
従
事
者
の
減
少
、
高
齢

化
に
よ
り
担
い
手
不
足
が
深
刻

化
し
て
い
る
な
か
、
新
た
に
７

人
が
認
定
さ
れ
、
田
渕
川
町
長

は
「
農
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い

情
勢
に
も
、
や
る
気
と
情
熱
で
、

立
ち
向
か
う
地
域
農
業
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
激
励
の
言
葉
を

か
け
ま
し
た
。

地域農業のリーダーに
認定農業者及び認定新規就農者を認定

　バイオ苗を渡す岩田浩平さん（伏之前）

　サトウキビをかじる修学旅行生 　グリーン・ツーリズム協議会総会
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大人数での授業、児童生き生き　中種子町交流学習
　

中
種
子
町
交
流
学
習
が
、
６

月
28
日
に
納
官
小
学
校
で
あ
り
、

野
間
小
学
校
を
除
く
6
校
の
５

年
生
33
人
と
６
年
生
28
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、

大
人
数
で
の
学
習
や
集
団
活
動

を
通
し
、
他
校
の
児
童
と
交
流

を
深
め
、
中
学
校
進
学
へ
期
待

感
を
も
た
せ
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
い
つ
も
と

違
う
環
境
に
最
初
は
戸
惑
っ
て

い
る
様
子
で
し
た
が
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
給
食
な
ど
一
緒

に
過
ご
す
中
で
、
次
第
に
緊
張

が
ほ
ぐ
れ
笑
顔
を
見
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

５
年
生
の
体
育
の
授
業
で
は
、

普
段
、
少
人
数
学
級
で
は
出
来

な
い
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

行
い
、
他
校
の
児
童
た
ち
と
協

力
し
合
っ
て
ボ
ー
ル
を
繋
ぎ
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
大
人
数
で

の
授
業
が
楽
し
か
っ
た
。
交
流

学
習
で
新
し
い
友
だ
ち
も
で
き

た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　体育の授業（5 年生） 　国語の授業（6 年生）

“ 働く ”を学ぶ！　種子島中央高校の２年生就業体験学習
　

種
子
島
中
央
高
校
２
年
生
の

鮫
島
大
夢
さ
ん
が
役
場
の
広
報

係
で
記
者
と
し
て
就
業
体
験
学

習
を
行
い
、
他
の
生
徒
た
ち
の

就
業
体
験
先
へ
取
材
に
行
き
、

写
真
撮
影
や
記
事
の
作
成
を
行

い
ま
し
た
。

　

種
子
島
中
央
高
校
の
２
年
生

が
７
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の

３
日
間
、
島
内
の
各
事
業
所
で

就
業
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

美
原
牧
場
へ
取
材
に
行
く
と
、

生
徒
た
ち
は
ポ
ニ
ー
が
外
へ
出

て
し
ま
わ
な
い
た
め
の
柵
を
設

置
す
る
作
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
強
い
日
射
し
が
照
り

つ
け
る
中
、
生
徒
た
ち
は
額
に

汗
を
浮
か
べ
な
が
ら
も
普
段
は

で
き
な
い
体
験
を
楽
し
ん
で
い

る
よ
う
で
し
た
。
小
山
英
剛
さ

ん
は
「
家
で
牛
を
飼
育
し
て
い

る
。
こ
こ
で
の
経
験
は
、
将
来
、

役
に
立
つ
と
思
う
」
と
話
し
、

い
き
い
き
と
目
を
輝
か
せ
な
が

ら
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。（
種
子

島
中
央
高
校
２
年
鮫
島
大
夢
）

　左：ドラッグストアで働く久木原巧さん
　右：取材をする鮫島大夢さん 　美原さん指導のもと柵をネジで固定
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自然災害から子どもたちを守る
増田小学校保健委員会

　

増
田
小
学
校
の
保
健
委
員
会

が
6
月
21
日
に
同
校
体
育
館
で

あ
り
、
鹿
児
島
県
防
災
セ
ン
タ
ー

の
村
野
剛
さ
ん
（
地
域
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）
に
よ
る
講
話
「
自

然
災
害
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守

る
た
め
に
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
は
、
5
・
6
年
生

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
出
席
。
講
話

で
は
、
大
雨
や
台
風
、
地
震
、

津
波
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
の

避
難
方
法
や
、
自
助
・
共
助
に

よ
る
危
機
管
理
に
つ
い
て
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

増
田
校
区
の
役
員
ら
が
年
１

回
の
島
外
研
修
の
機
会
を
活
用

し
て
、
６
月
24
、
25
日
に
熊
本

地
震
の
被
災
地
を
視
察
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

被
害
の
大
き
か
っ
た
益
城
町

な
ど
を
視
察
し
、
西
原
村
の
農

家
で
体
験
談
や
苦
労
話
を
聞
き
、

ニ
ン
ニ
ク
の
選
別
作
業
を
手
伝

い
ま
し
た
。
大
久
保
健
二
郎
区

長
は
「
被
害
の
大
き
さ
に
驚
い

た
。
い
つ
被
害
に
遭
う
か
分
か

ら
な
い
の
で
防
災
訓
練
を
充
実

さ
せ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

被災地でボランティア
増田校区役員

　

第
33
回
中
種
子
町
農
業
者
年

金
受
給
者
会
（
知
念
兼
義
会
長
）

の
総
会
が
、
6
月
28
日
に
行
わ

れ
、
約
60
人
の
会
員
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

受
給
者
会
は
、
農
業
者
年
金

制
度
の
拡
充
強
化
に
努
め
、
老

後
の
生
活
安
定
と
農
村
福
祉
の

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

総
会
後
、
鎌
田
勇
さ
ん
（
竹

屋
野
）
と
柳
田
光
宏
さ
ん
（
伏
之

前
）
に
よ
る
紙
芝
居
「
種
子
島
の

民
話
」
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

老後の生活安定と農村福祉の向上に
中種子町農業者年金受給者会総会

　

種
子
島
保
護
司
会
が
、
7
月

1
日
に
松
原
副
町
長
を
表
敬
訪

問
し
、
第
66
回
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
手
渡
し
、
支
援
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
の
な
い
地
域
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

社会を明るくする運動
種子島保護司会

　紙芝居「種子島の民話」
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森
山
辰
郎
さ
ん
（
畠
田
）
が

人
権
擁
護
に
尽
力
し
、
鹿
児
島

地
方
法
務
局
長
と
鹿
児
島
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
長
の
連
署

に
よ
り
表
彰
さ
れ
、
７
月
11
日

に
田
渕
川
町
長
か
ら
伝
達
表
彰

が
あ
り
ま
し
た
。

　

森
山
さ
ん
は
平
成
25
年
７
月

か
ら
平
成
28
年
６
月
ま
で
の
３

年
間
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談

な
ど
を
受
け
、
問
題
解
決
の
手

伝
い
な
ど
を
行
っ
て
き
た
功
績

が
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

人権擁護に尽力
森山辰郎さんに感謝状

　紙芝居「種子島の民話」

　

県
内
の
商
工
会
青
年
部
員
が

一
堂
に
会
し
て
行
わ
れ
る
第
42

回
「
若
い
経
営
者
の
主
張
」
大

会
が
７
月
２
日
に
、
種
子
島
こ

り
ー
な
で
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
島
外
か
ら
約
２
０

０
人
が
集
ま
り
各
地
区
の
代
表

者
が
、
青
年
部
活
動
を
通
し
た

地
域
振
興
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど

に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
会
後
は
、
中
央
公
民
館
で

交
流
会
が
行
わ
れ
、
郷
土
料
理

を
振
る
舞
い
、
タ
ネ
ガ
シ
マ
ン

や
校
区
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
お
も

て
な
し
を
し
ま
し
た
。

県内の商工会青年部員が集う
第 42 回「若い経営者の主張」大会

　

中
部
中
種
子
会
（
豊
田
次
雄

会
長
）
の
第
21
回
総
会
が
、
6

月
12
日
に
名
古
屋
市
内
の
ホ
テ

ル
で
行
わ
れ
、
約
１
０
０
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
田
渕
川
町
長
ほ

か
２
人
が
参
加
し
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
田
渕
川
町
長
か

ら
町
政
報
告
が
あ
り
、
会
員
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
婦
人
部
に
よ

る
郷
土
料
理
も
あ
り
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

名古屋に種子島弁が飛び交う
第 21 回中部中種子会総会

　交流会

　

中
種
子
町
の
地
域
資
源
を
有

効
活
用
し
た
六
次
産
業
化
に
よ

り
、
雇
用
の
確
保
や
所
得
の
向

上
を
目
的
に
「
中
種
子
町
六
次

産
業
化
等
推
進
協
議
会
」
が
6

月
30
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

六
次
産
業
化
と
は
、
地
域
資

源
を
有
効
活
用
し
、
農
林
漁
業
者

が
こ
れ
ま
で
の
原
材
料
供
給
者

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら

加
工
し
、
流
通
や
販
売
に
取
り

組
み
、
経
営
の
多
角
化
を
進
め

る
こ
と
で
、
雇
用
の
確
保
や
所

得
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
で
す
。

地域資源を有効に活用
中種子町六次産業化等推進協議会を設立

　設立総会
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

　平成 28 年度中種子町職員採用試験を下記のと
おり実施します。
　詳しいことはお問い合わせいただくか、町ホー
ムページから「中種子町職員採用試験案内」をご
覧ください。
■試験日　9 月 18 日（日）　午前８時 50 分～
　（受付：午前８時 20 分～午前８時 40 分）
■会場　中央公民館
■受験資格　下表に定める条件を満たす方
■身体障害者（1～ 6級）を対象とする採用
　下表に定める条件で、自力により通勤ができ、
　かつ、介護者なしに職務の遂行が可能な方

■資料請求方法
①役場総務課に直接請求
②町ホームページからダウンロード
③郵送で請求の場合は、封筒の表に「受験申込書
　請求」と朱書きし、82 円切手を貼ったあて先
　明記の返信用封筒（12㌢× 23.5㌢以下）を同
　封のうえ、役場総務課行政係に送付
■受付期間
　７月 19 日（火）～８月 18 日（木）
　午後５時 15 分必着
▽資料請求あて先
　〒 891-3692
　鹿児島県熊毛郡中種子町野間 5186 番地
　中種子町役場総務課行政係

平成 28 年度中種子町職員採用試験の案内
◎お問い合わせ先　役場総務課行政係㉗ 1111 内線 211

　ごみの出し方で不適切なものが見られます。
次のことを必ず守ってごみを出して下さい。
■スプレー缶・カセットボンベ
　中身を完全に使い切るか、出し切ってから、穴
をあけずに「資源ごみ」として出して下さい。
■びん・缶
　中をすすいでから「資源ごみ」として出して下
さい。
■割れたガラス・陶磁器・刃物
　新聞紙や厚紙に包み「もやせないごみ袋」に入
れて出して下さい。
■小型家電（ゲーム機・懐中電灯・リモコンなど）
　電池を取り除いて「もやせないごみ袋」に入れ
て出して下さい。
　電池は「資源ごみ」として出して下さい。

※もやせないごみ袋：町指定の赤い袋で町内の小
売店で販売しています。

ごみの出し方についてお願い
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課環境衛生係㉗ 1111 内線 201

試験区分 採用予定
人　　数 勤務先及び職務内容 受験資格

一般行政職 若干名

町長事務部局、議会事務
部 局、 各 種 委 員 会 事 務
部局又は公営企業事務
部局で一般事務に従事

昭和 61 年 4 月 2 日から平成 11 年 4 月 1 日までに生
まれた方で、高等学校以上を卒業又は平成 29 年 3 月
31 日までに卒業見込みの方
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　年金に関する無料相談所を開設します。
■日時　8 月 3 日（水）午前９時～午後１時
■場所　中央公民館小会議室
■持参するもの
　年金手帳／年金証書／厚生年金の資料など

年金相談所を開設します
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 217 ／鹿児島北年金事務所099(225)5311

　年金相談には専門員
が応じます。お悩みが
ある方はお気軽にご相
談ください。

鹿児島県出身沖縄戦没者追悼式参列者を募集します
◎お問い合わせ先　鹿児島県庁社会福祉課099(286)2840 ／役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 261

　先の大戦における沖縄戦で戦死された鹿児島県
出身者の追悼式に参列を希望されるご遺族を募集
します。
■期日　11 月 8 日（火）※前日から団体行動
■場所　沖縄県糸満市平和祈念公園内
　　　　鹿児島霊園

■対象者
　沖縄及び沖縄近海での戦闘で戦没した方の配偶
　者及び三親等内のご遺族
■申込期間　８月 1 日（月）～８月 31 日（水）
■申込先　役場福祉環境課福祉係
　　　　　㉗ 1111 内線 261

農地パトロール（農地利用状況調査）を実施しています
◎お問い合わせ先　農業委員会農地振興係㉗ 1111 内線 227

　農業委員会では、農地が耕作放棄されていない
か、許可なく耕作以外の目的で利用していないか
など、農地利用状況調査を実施しています。
　各農地へ立ち入ることやお話を伺うこともあり
ますので、ご理解とご協力をお願いします。
■調査期間
　6 月～ 8 月 31 日まで
■調査方法
　農業委員などが農地を見回り調査をします。 　農地パトロール（6 月 20 日実施）

献血へのご協力をお願いします
◎お問い合わせ先　中種子町保健センター㉗ 1133

　献血（400mL・200mL・成分）を実施します
ので、町民の皆さまのご協力をお願いします。
■日時　
● 8 月 22 日（月）
　午前 8 時 30 分～正午

● 8 月 23 日（火）
　午前 8 時 30 分～午前 11 時 45 分
　午後 1 時～午後 4 時 30 分
■場所　中種子町中央公民館
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

　8 月初旬に、介護保険対象者（65 歳以上の方）へ平成 28 年度介護保険料を通知します。
　介護保険制度は、介護が必要になったときに、費用の一部を負担することで、さまざまなサービスを
利用できる制度です。介護保険料は、介護保険を支える大切な財源です。いま介護保険を利用していな
くても、必要になったとき安心して使えるよう、保険料は忘れずに納めましょう。

平成 28 年度介護保険料のお知らせ
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課介護保険係㉗ 1111 内線 215

■ 65 歳以上の人の保険料
所得段階 対象者 年間保険料

第 1 段階

生活保護を受けている人

28,080 円世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受
けている人または、前年の合計所得金額＋課税
年金収入額が 80 万円以下の人

第 2 段階
世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金
額＋課税年金収入額が 80 万円を超え 120 万円
以下の人

46,800 円

第 3 段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金
額＋課税年金収入額が 120 万円を超える人 46,800 円

第 4 段階
本人は住民税非課税だが、世帯の誰かに住民税
が課税されていて、前年の合計所得金額＋課税
年金収入額が 80 万円以下の人

56,160 円

第 5 段階 本人は住民税非課税であるが、世帯の誰かに住
民税が課税されている人（第４段階以外の人） 62,400 円

第 6 段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
120 万円未満の人 74,880 円

第 7 段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
120 万円以上 190 万円未満の人 81,120 円

第 8 段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
190 万円以上 290 万円未満の人 93,600 円

第 9 段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
290 万円以上の人 106,080 円

■ 40 ～ 64 歳の人の保険料
　加入している医療保険の算定方法により決められ、医療保険
の保険料と一括して納めます。
●国民健康保険に加入している人
　保険料：国民健康保険税の算定方法と同様に、世帯ごとに決
　　　　　められます。
　納め方：医療保険分と介護保険分をあわせて、国民健康保険
　　　　　税として、世帯主が送付されてくる納付書または口
　　　　　座振替で金融機関から納めます。
●職場の医療保険に加入している人
　保険料：医療保険ごとに設定されている介護保険料率と、給
　　　　　与及び賞与に応じて決められます。
　納め方：医療保険料と介護保険料をあわせて、給与及び賞与
　　　　　から徴収されます。

■納め方
●年金の年額が 18万円以上の人
　特別徴収
　　年金の定期払い（年 6 回）の際に、
　保険料があらかじめ差し引かれます。
　　特別徴収の対象となるのは、老齢
　（退職）年金、障害年金、遺族年金
　です。
●年金の年額が 18万円未満の人
　普通徴収
　　送付されてくる納付書または口座
　振替で金融機関から納めます。

介護保険の
財源

65 歳以上の人
の保険料
22%

40 ～ 64 歳 以 上
の人の保険料
28%

公費
50%

　保険料を納めないと介護サービ
スが受けられなくなりますので、
期限内の納入をお願いします。
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8 月 6 日（ 土 ） 開 催 　※内容は進行状況や天候により多少変更する場合があります。

時　間 内　容 会　場

昼の部

13:00 ～ 13:30 神事 役場前駐車場

13:30 ～ 14:40 ストリートライブ（よさこい、その他） 役場前

14:40 ～ 15:00 フレッシュ種子島・種子島観光大使紹介 役場前駐車場

15:00 ～ 16:30 パレード、みこし、道中踊りなど 役場～旭町商店街

夜の部 17:50 ～ 21:00 ステージ、ものまね・歌まねショー、花火など 太陽の里多目的広場

第 48 回中種子町よいらーいき祭りを開催します
◎お問い合わせ先　よいらーいき祭り実行委員会事務局（役場企画課地域振興係）㉗ 1111 内線 210

　身のまわりにある人権のことを、いっしょに考
えてみませんか。
　にんげんはみんな同じです。一人一人にいのち
があり、一人一人にこころがあります。
　にんげんはみんな違います。生まれた場所も家

族も違います。それぞれに違った個性があり、そ
れぞれに違った人生があります。
　あなたも、わたしも、かけがえのない、にんげ
んだから。

8 月は人権同和問題啓発強調月間
◎お問い合わせ先　教育委員会社会教育課社会教育係㉗ 1111 内線 262

ものまねステージショーをお楽しみに！

司会者・タレント 7 人が出演
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くらしの情報　information　　生涯学習だより　

薬用植物資源研究センター施設の一般公開
　薬用植物資源研究センター種子島研究部で
は、施設の一般公開します。入場は無料です。
■期日　8 月 6 日（土）※荒天の場合は中止
■時間　午前 9 時 30 分～午後 1 時
　　　　受付：午前 9 時～正午
■内容　北海道の薬用植物の紹介
　　　　オリジナルブレンド茶作り体験
　　　　（先着 50 人程度）
　　　　植物案内と解説、自由見学
◎お問い合わせ先　
　薬用植物資源研究センター種子島研究部
　㉗ 0142

放送大学 10 月生募集
　放送大学では、平成 28 年度第 2 学期（10
月入学）の学生を募集しています。
　放送大学はテレビ等の放送やインターネッ
トを利用して授業を行う通信制の大学です。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科
学など、幅広い分野を学べます。
　詳しいことはお問い合わせください。
■出願期間　第 1 回　6 月 15 日～ 8 月 31 日
　　　　　　第 2 回　9 月 1 日～ 9 月 20 日
◎お問い合わせ先　
　放送大学鹿児島学習センター
　099(239)3811

自然災害による県税の減免制度について
　風水害・震災・火災などの災害によって住
宅などの財産に損害を受けた場合は、損害の
程度に応じて県税（個人事業税、自動車税、
不動産取得税、産業廃棄物税、個人県民税）
の減免や納入期限の延長などの措置を受ける
ことができます。
　これらの措置を受けるには、損害金額が事
業用資産の価額の 2 分の 1 以上であるなど一
定の要件があります。詳しくは、最寄りの地
域振興局などへお問い合わせください。
◎お問い合わせ先
　鹿児島県熊毛支庁県税課　㉒ 0006

労働力調査にご理解をお願いします
　労働力調査は、我が国の失業率や雇用の実
態を明らかにする重要な統計調査で、総務省
統計局が都道府県を通じて毎月実施していま
す。
　対象は、統計的な方法に基づき無作為に選
ばれた世帯の 15 歳以上の方です。調査対象
に選定された皆様のお宅に統計調査員が伺っ
た際には、調査へのご回答をお願いします。
◎お問い合わせ先
　鹿児島県庁企画部統計課
　099(286)2482

HTLV-1（ヒト T 細胞白血病ウイルス）
関連脊髄症医療相談会
　西之表保健所では「HTLV-1 関連脊髄症」
の研究などで活躍されている松浦英治医師を
お招きし、HTLV-1 関連脊髄症をテーマに、
病態や治療法、日常生活での注意点などに関
する医療相談会を開催します。
■期日　9 月 2 日（金）
■時間　午前 10 時 30 分～午後 0 時 30 分
　　　　受付：午前 10 時～午前 10 時 30 分
■場所　西之表市市民会館 3 階 301 会議室
■対象者
　HTLV-1 関連脊髄症の患者さん、そのご家族、
　支援者、その他関心のある方
■申込期限　8 月 25 日（木）
■申込先　西之表保健所
◎お問い合わせ先
　西之表保健所　㉒ 0018
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　生涯学習だより　

2016 種子島宇宙芸術祭プレイベントを開催します
◎お問い合わせ先　種子島宇宙芸術祭実行委員会（南種子町商工会）㉖ 0140

　2017 年に本祭を予定している種子島宇宙芸術
祭のプレイベントを種子島全域で開催します。
　「宇宙」をテーマにした芸術祭は、全国でも種
子島だけです。種子島全域で行う大規模な芸術
祭になります。
　皆さんの参加をお待ちしています。
■開催期間
　8 月 6 日（土）～ 9 月 19 日（月・祝）
　※時間等は、ホームページをご確認ください。
　内容：宇宙芸術ギャラリーの展示
　西之表港：CG アートの動画作品
　種子島空港：CG アート作品、宇宙図、日光写真
　種子島宇宙センター：30㍍を超す巨大作品

■ワークショップ
　期間：プレイベント開催期間中の土日と 9 月
　　　　19 日（月・祝）
　内容：子供から大人まで楽しめるミニプラネ
　　　　タリウム作り
　時間：午前 10 時～午後 5 時
　会場：8 月 7 日　南種子町営陸上競技場
　　　　8 月 8 日～最終日　科学技術館
※来年の開催に向けて芸術祭の準備をお手伝い
いただけるボランティアスタッフを募集してい
ます。
■ホームページ
http://space-art-tanegashima.jp
■ Facebook
 https://www.facebook.com/space.art.tanegashima

夏の「郷土に学び育む青少年運動」
◎お問い合わせ先　教育委員会社会教育課社会教育係㉗ 1111 内線 208

夏休み　町ぐるみ実践事項
①午前 10 時までは、家庭で学習や読書、手伝いをします。
②夕方 6 時までには家に帰り着きます。
③子どもだけでの夜間外出や外泊はしません。
④子どもだけで海や川などに泳ぎに行きません。
⑤交通ルールを守り、交通事故に遭わないよう気をつけます。
⑥危険な遊びをしたり、危険な場所に行ったりしません。
⑦子どもだけでカラオケやゲームセンター（コーナー）には行きません。
⑧携帯電話、スマートフォン、ゲーム機などのインターネットにつながる機器を使う時は、家庭で決められ
　たルールや情報モラルを守ります。
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生涯学習だより　　生涯学習だより　

夏休み企画「種子島の自然」展
◎お問い合わせ先　町立歴史民俗資料館㉗ 2233 ／教育委員会社会教育課文化係㉗ 1111 内線 208

　種子島の自然を、鹿児島県立博物館企画展の
パネル等で紹介します。
　私たちが住んでいる種子島の魅力を再認識す
るいい機会ですので、ぜひご来館ください。
■場所　町立歴史民俗資料館
■展示期間
　7 月 26 日（火）～ 8 月 31 日（水）
　毎週月曜日は休館日
　※ 8 月 15 日（月）は開館します。
　午前 9 時～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）
■内容　地形、地質、化石、植物、動物、昆虫、
　　　　産業と自然
■入館料　大　人　　160 円
　　　　　高校生　　180 円
　　　　　小中学生　150 円

鉄砲伝来音楽劇「海波の音」上演
◎お問い合わせ先　種子島公演実行委員会㉘ 3829

 　種子島で国産第 1 号の鉄砲を作った八板金兵
衛をモチーフにした音楽劇「海波の音」が、上
演されます。
　金兵衛が刃物で有名な岐阜県関市がふるさと
であることに注目した、関音楽劇の会が創作、
出演する音楽劇です。
　ぜひこの機会に、ご鑑賞ください。
■日時　8 月 20 日（土）
　　　　開場　午後 3 時
　　　　開演　午後 3 時 30 分
■会場　西之表市民会館ホール
■入場料（全席自由）
　一般：2,000 円　高校生以下：1,000 円
　※未就学児の入場はご遠慮ください。
■チケット取扱所
　西之表市：逆瀬川書店、TSUTAYA、和田書店
　中種子町：寺田書店、和田書店
　南種子町：河野書店
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　生涯学習だより　

特
別
編

　
「
中
種
子
町
郷
土
誌
⑥
」

　

現
地
調
査
そ
の
４

　

郷
土
誌
編
さ
ん
委
員
会
の
寺

田
仁
志
委
員
（
鹿
児
島
県
立
博

物
館
学
芸
員
）が
中
種
子
町（
種

子
島
全
体
）
の
植
物
の
植
生
に

つ
い
て
、
現
地
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

6
月
13
日
に
東
海
岸
線
の
砂

浜
に
生
育
す
る
植
物
の
植
生
調

査
で
、
上
方
海
岸
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
高
木
類
か
ら
草
本

類
ま
で
約
60
種
の
植
物
を
確
認

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

翌
14
日
は
、
ガ
ロ
ー
の
植
物

の
植
生
調
査
で
、「
坂
元
の
御

山
」「
増
田
向
井
町
今
姫
神
社

の
境
内
地
」「
増
田
郡
原
松
下

の
ガ
ロ
ー
」「
平
鍋
の
ガ
ロ
ー
」

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
資
料

館
だ
よ
り
（
４
４
４
号
）
で
書

い
た
と
お
り
、
ガ
ロ
ー
山
の
中

は
自
然
の
ま
ま
の
状
態
で
植
物

が
繁
茂
し
て
お
り
、
種
子
島
独

自
の
固
有
種
や
絶
滅
危
惧
種
を

数
種
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
今
回
調
査
し
た

４
カ
所
の
ガ
ロ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ

の
御
神
木
が
異
な
り
、
坂
元
の

御
山
は
ユ
ス
ノ
キ
、
向
井
町
の

今
姫
神
社
の
境
内
地
の
ガ
ロ
ー

は
タ
ブ
ノ
キ
、
郡
原
松
下
の
ガ

ロ
ー
は
マ
テ
、
平
鍋
の
ガ
ロ
ー

は
ア
コ
ウ
で
、
こ
れ
ら
は
ガ

ロ
ー
の
立
地
条
件
等
の
違
い
で

植
生
が
違
う
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
前
回
の
現
地
調
査
の
際
に
、

松
原
委
員
（
鹿
児
島
国
際
大
学

教
授
）
か
ら
坂
元
の
御
山
に
つ

い
て
は
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
紹
介
し
た
ら
と
の
提
案
を

頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回

の
４
カ
所
の
ガ
ロ
ー
に
つ
い
て

は
手
つ
か
ず
の
自
然
を
保
護
す

る
た
め
に
も
、
町
指
定
文
化
財

に
し
た
ら
ど
う
か
と
の
助
言
を

頂
き
ま
し
た
。

　

15
日
は
、
西
海
岸
線
の
調
査

で
、
南
種
子
町
島
間
の
岬
神
社
、

長
浜
海
岸
（
苦
浜
川
河
口
・
原

之
里
川
河
口
）、
国
道
58
号
線
沿

い
の
牧
川
の
バ
シ
ョ
ウ
群
、
西

之
表
市
の
深
川
神
社
の
ビ
ロ
ウ

群
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ど

の
場
所
も
多
く
の
植
物
が
自
生

し
て
お
り
、
改
め
て
種
子
島
の

自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
確
認
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
し
て
調
査
を
し

て
行
き
ま
す
が
、
牧
の
分
布
等

と
も
関
連
づ
け
て
植
物
の
調
査

を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

雨
上
り
水
た
ま
り
に
は
水あ
め
ん
ぼ馬
が
す
ー
い
す
ー
い
と
幼

日
に
返
る　
　
　
　
　
　
　

旭　

町　

村
尾　

祥
子

娘
よ
り
メ
ー
ル
が
届
く
母
の
日
や
「
貴
女
の
娘
で
よ

か
っ
た
母
さ
ん
」     　
　
　

上　

方　

梶
原　

温
惠

蜩ひ
ぐ
ら
しの
鳴
く
夏
の
陽
ざ
し
や
っ
て
来
て
の
ど
潤
せ
ば

汗
の
湧
き
出
る　
　
　
　
　

満
足
山　

鮫
島
ヨ
シ
ヱ

雨
上
り
ザ
ク
ロ
は
赤
く
散
っ
て
お
り
足
を
止
め
ら
れ

大
股
で
越
ゆ　
　
　
　
　
　

原
之
里　

野
田　

健

田
の
案か

か

し
山
子
あ
ぜ
道
跨
ぎ
傾
げ
お
り
稲
穂
見
下
し
豊

作
祈
る　
　
　
　
　
　
　
　

旭　

町　

八
汐　

眞
弓

移
り
香
は
昨
夜
の
通
夜
の
百
合
の
花
消
ゆ
る
間
も
な

く
喪
服
又
出
す　
　
　
　
　

旭　

町　

白
木　

民
子

矍か
く
し
ゃ
く
鑠
と
生
き
た
る
兄
も
今
は
亡
く
水
無
月
の
雨
に
葬

の
泛
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　

牧　

川　

松
下　

シ
ズ

柿
若
葉
さ
や
さ
や
と
揺
る
水
無
月
の
葉
裏
に
小
さ
き

実
の
六
つ
あ
り　
　
　
　
　

上　

方　

鎌
田
と
く
子

温
泉
の
最
後
の
仕
上
げ
は
水
風
呂
で
体
が
冴
え
て
気

持
爽
や
か　
　
　
　
　
　
　

上　

方　

古
市　

克
人

酒
や
め
る
三
桁
に
届
く
口
癖
も
暑
き
夕
暮
れ
ビ
ー
ル

飲
み
干
す　
　
　
　
　
　
　

西
之
山　

仲
座　

健
次

一
枝
を
切
れ
は
た
ち
ま
ち
芳
香
の
み
ど
り
濃
き
葉
や

月
桃
の
花　
　
　
　
　
　
　

女　

洲　

中
村　

寿
子

道
添
ひ
に
明
る
む
紫
陽
花
眺
め
つ
つ
亡
夫
の
手
形
が

車
窓
に
写
る　
　
　
　
　
　

田　

島　

鎌
田　

ス
エ

『
つ
ま
べ
に
　
詠
草
』

資
料
館
だ
よ
り
（
４
４
７
号
）

　増田郡原松下ガロー
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ハチ刺傷について　　　　　　外来看護師：浦口　紗弥　公立種子島病院㉖ 1230

　

国
内
の
ハ
チ
に
よ
る
刺
傷

件
数
は
、
年
間
で
数
千
件
に

も
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
毎
年

10
～
30
人
程
度
の
方
が
重
篤

な
症
状
に
よ
り
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
発
生
時
期
は
、
５

月
頃
か
ら
増
え
始
め
、
最
も

ハ
チ
が
攻
撃
的
に
な
る
７
月

～
10
月
が
ピ
ー
ク
（
８
月
が

最
も
多
い
）
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ハ
チ
に
刺
さ
れ
る
と
、
ハ

チ
毒
が
体
内
に
入
り
ま
す

が
、
そ
の
ハ
チ
毒
の
中
に
は

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
す

成
分
（
ア
レ
ル
ゲ
ン
）
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
ハ
チ
に
刺

さ
れ
た
後
の
症
状
は
個
人
差

が
大
き
く
、
ハ
チ
の
種
類
や

そ
の
時
の
体
調
等
に
よ
っ
て

も
反
応
が
異
な
り
ま
す
。

　

ハ
チ
毒
に
対
し
ア
レ
ル
ギ

ー
が
な
け
れ
ば
、
刺
さ
れ
た

部
位
の
痛
み
や
痒
み
、
発
赤
、

腫
脹
な
ど
は
、
数
時
間
か
ら

数
日
程
度
で
消
失
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
ハ
チ
毒
に
対
し

ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
と
、
全

身
の
蕁
麻
疹
、
嘔
吐
、
浮

腫
、
呼
吸
困
難
な
ど
が
起
こ

る
「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
」

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
重
症

に
な
る
と
、
急
激
な
血
圧
低

下
や
意
識
障
害
に
よ
る
「
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ

ク
」
と
呼
ば
れ
る
症
状
を
起

こ
し
、
命
に
危
険
が
及
ぶ
確

率
が
高
く
な
り
ま
す
。
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
特
徴
の
ひ

と
つ
は
、
短
時
間
で
症
状
が

現
れ
る
事
で
、
ハ
チ
毒
に
よ

る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
が
原

因
で
心
停
止
に
至
っ
た
平
均

時
間
は
、
約
15
分
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
時
の
対

処
法
と
し
て
は
、

①
速
や
か
に
そ
の
場
か
ら
離

れ
る
。

②
指
で
押
し
出
す
な
ど
し

て
、
毒
を
取
り
除
く
（
口
で

吸
わ
な
い
）。

③
流
水
で
よ
く
洗
い
、
刺
さ

れ
た
部
位
を
冷
や
す
。

④
所
持
し
て
い
れ
ば
、
抗
ヒ

ス
タ
ミ
ン
軟
膏
や
ス
テ
ロ
イ

ド
軟
膏
を
塗
布
す
る
。

な
ど
が
、
現
場
で
の
応
急
処

置
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
強
い
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
が
起
こ
っ
た
時
に
、

症
状
を
起
こ
し
た
本
人
や
家

族
が
使
用
す
る
こ
と
の
で
き

る
「
エ
ピ
ペ
ン
」
と
呼
ば
れ

る
自
己
注
射
薬
も
あ
り
ま

す
。
医
師
の
指
示
に
よ
り
処

方
さ
れ
る
薬
で
、
緊
急
時
に

使
用
す
る
た
め
に
正
し
い
使

用
法
を
普
段
か
ら
し
っ
か
り

理
解
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
あ
く
ま
で
も
シ
ョ
ッ

ク
状
態
緩
和
の
た
め
の
補
助

治
療
薬
で
す
の
で
、
使
用
後

は
直
ち
に
医
療
機
関
を
受
診

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
も
の
時
に
、
落
ち
着

い
て
素
早
い
対
処
が
出
来
る

よ
う
正
し
い
知
識
を
備
え
る

事
が
大
切
で
す
。
具
合
が
悪

く
な
っ
た
り
、
少
し
で
も
様

子
が
お
か
し
い
と
感
じ
た
場

合
は
、
早
め
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

食生活改善推進員コーナー 　「といもがらの酢ざあ」をご紹介 !!
　

8
月
31
日
は
野
菜
の
日
「
や

（
8
）
さ
（
3
）
い
（
1
）」
の
語

呂
合
わ
せ
か
ら
、
１
９
８
３
年
に

制
定
さ
れ
た
記
念
日
で
す
。

　

野
菜
は
脳
卒
中
や
高
血
圧
な
ど

の
予
防
に
な
る
食
物
繊
維
や
抗
酸

化
ビ
タ
ミ
ン
類
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど

を
含
ん
で
い
ま
す
。
カ
リ
ウ
ム
は
、

体
内
の
余
分
な
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
体

外
へ
排
出
し
、
血
圧
上
昇
を
抑
制

す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
夏
野
菜
の
「
と
い
も
が

ら
」
を
使
っ
た
酢
ざ
あ
（
は
す
芋

の
な
ま
す
）
を
紹
介
し
ま
す
。

料
理
方
法

①
と
い
も
が
ら
は
、
切
っ
て
皮
の

ま
ま
根
を
水
に
半
日
位
つ
け
て
お

く
と
、
あ
く
が
抜
け
る
。

②
皮
を
む
き
、
荒
目
の
な
な
め
切

り
に
し
水
に
さ
ら
し
て
お
く
。
し

ば
ら
く
し
て
か
ら
取
り
出
し
、
３

ｇ
の
塩
で
塩
も
み
し
て
し
ぼ
る
。

③
ト
ビ
ウ
オ
に
塩
１
ｇ
を
ふ
っ
て

薄
い
刺
身
に
し
て
お
く
。

④
し
そ
の
葉
は
千
切
り
に
し
て
お
く
。

⑤
酢
、
砂
糖
、
味
噌
を
合
わ
せ
、

し
そ
の
葉
を
入
れ
て
ト
ビ
ウ
オ
に

か
ら
め
て
か
ら
②
と
和
え
る
。

※
ト
ビ
ウ
オ
の
代
わ
り
に
サ
バ
な

ど
他
の
魚
で
も
よ
い
で
す
。

「といもがらの酢ざあ（はす芋のなます）」４人分
といもがら（はす芋） 280g しその葉 5g（5 枚）　　
塩 4g 酢 10g（小さじ 2）
トビウオ身 100g 砂糖 6g（小さじ 2）

味噌 8g

種子島郷土料理集「うんまかえ」より
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Ｈ
｜

Ⅰ
ロ
ケ
ッ
ト

　

１
号
機
打
上
げ
か
ら
「
30
年
」

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
ま
で
多
く
の
ロ
ケ
ッ
ト
が
打
ち

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
の

８
月
は
Ｈ
｜

Ⅰ
ロ
ケ
ッ
ト
１
号
機

が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
か
ら
30
年
を

迎
え
ま
す
。

　

Ｈ
｜

Ⅰ
ロ
ケ
ッ
ト
は
「
中
型
ロ

ケ
ッ
ト
発
射
場
」
と
呼
ば
れ
る
、

今
の
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
と
は

違
う
場
所
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
て

い
た
、
２
段
式
あ
る
い
は
３
段
式

の
ロ
ケ
ッ
ト
で
す
。
ロ
ケ
ッ
ト
の

第
１
段
、
第
２
段
が
液
体
ロ
ケ
ッ

ト
、
第
３
段
が
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
て
、
第
１
段
に
は
固
体

補
助
ロ
ケ
ッ
ト
が
９
本
装
着
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

Ｈ
｜

Ⅰ
ロ
ケ
ッ
ト
は
１
９
８
１
年

（
昭
和
56
年
）
か
ら
開
発
が
ス
タ
ー

ト
し
、
１
９
８
６
年
（
昭
和
61
年
）

８
月
13
日
に
１
号
機
を
２
段
式
で

打
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１

９
９
２
年
（
平
成
４
年
）
ま
で
合

計
９
機
の
打
上
げ
を
行
い
、
そ
の

す
べ
て
の
打
上
げ
が
成
功
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
や

火
工
品
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
、ロ
ケ
ッ

ト
を
支
え
る
重
要
な
技
術
の
ほ
と

ん
ど
は
こ
の
時
期
に
習
得
さ
れ
、

純
国
産
の
Ｈ
｜

Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
へ
と
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。　
　

　

そ
の
後
、
培
わ
れ
た
技
術
は
Ｈ

｜

Ⅱ
Ａ
・
Ｈ
｜

Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
へ
と

発
展
を
遂
げ
、
そ
の
集
大
成
と
し

て
現
在
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
Ｈ
｜

Ⅰ
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ

　
　
　
　
　

30
周
年
特
別
講
演

日
時　

８
月
13
日
（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
（
予
定
）

場
所　

宇
宙
科
学
技
術
館

講
師　

長
尾
隆
治 

氏
（
前
鹿
児
島

　
　
　

宇
宙
セ
ン
タ
ー
所
長
）

 

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）

地域包括支援センターだより ◎お問い合わせ先
㉗ 1223

平成 28 年度高齢者（65 歳以上）向け健康教室の案内について
　町では高齢者向けの健康教室を下記内容で行っています。健康づくりを一緒にはじめませんか。
興味のある方は、地域包括支援センターまでお問い合わせください。

集団健診等で基本チェックリスト（25 項目の質問票）を実施

チェックに該当あり（要介護状態となる
おそれが高い状態にあると認められる方） チェックに該当なし（一般・元気高齢者）

二次予防教室
①いきいき運動教室（中央体育館）　　
②いきいき元気教室（中央公民館）　　

一次予防教室
①いきいき健康体操教室（中央体育館）
②いきいきサロン（平鍋・梶潟）　　　

※ 3 カ月の教室を卒業後は、一次予防
教室や地域で行われている活動（自主
活動等）へ移行。

※ 6 カ月～ 1 年後には、地域で行われ
ている活動（自主活動等）へ移行。

 

 

 
地域で行われている活動（行政主体ではない活動、自主活動グループ等）
　住み慣れた地域で、気の合う仲間同士で集まり、互いに介護予防や健康づくりを行
います。互助・共助の力で地域を盛り上げ、住み慣れた地域で、いつまでも生活でき
るような取り組みを積極的に行いましょう !

※「地域に活動する場がないが、これから気の合う仲間で立ち上げたい」「どうやって
活動していこうか迷っている」などお困りのことがありましたら、地域包括支援セン
ターまでご連絡ください。



中型ロケット発射場

打ち上げ前の H- Ⅰロケット

　自主活動

　自主活動

　一時予防教室
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婚姻・出生・死亡届

●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます。（敬称略）
前平トミ子（伊　原）　重井由紀子（鹿屋市）
折戸　八郎（衣之平）　前原マリ子（牧　川）

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 8,285 人 ( -1) 出生 3 人

男　性 3,930 人 (+6) 死亡 7 人

女　性 4,355 人 ( -7) 転入 17 人

世帯数 4,353 戸 (+1) 転出 14 人

※（　）は前月との比較（6 月末現在）

火事・救急

火事・救急 ( 町内）　6 月中

火　事 0 件 うち建物 0 件

救　急 26 件 うち急病 19 件

交通事故

交 通 事 故 町内 島内

発生件数 7 件 (   +2) 20 件 (   +4)

死 者 数 0 件 (     -1) 0 件 (     -1)

負傷者数 8 件 (   +4) 25 件 (+10)

※平成 28 年 6 月、(　) は前年同時期比較

戸 籍 の 窓
平成 28 年 6 月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

5/31 八代　晃
こうすけ

輔 晃侑・真規子 伏之前

6/2 俵積田　海
うみ

直樹・みき 横　町

6/9 森山　瑶
よ う た

太 功英・佳代 横　町

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

6/3 前平　義信 伊　原 80 歳

6/7 鎌田　靖憲 竹屋野 71 歳

6/21 折戸　シゲ子 衣之平 87 歳

6/26 門之園　瀬津 浜津脇 87 歳

6/27 山下　操 塩　屋 92 歳

6/30 野邊　アツ 古　房 90 歳

島の四季彩　キミノバンジロウ（フトモモ科）
【漢字表記】黄実の番石榴

【原産地】ブラジル

【栽培適地】日当たり良く、肥沃でやや乾燥気味の土壌

　高さ３～５㍍になる常緑小高木です。

葉は対生し、肉厚で先はやや丸みがあ

ります。花は晩春から初夏に本年枝の

基部近くの葉腋に径約 2.5㌢ の白色で

単生します。果実は夏に径 2.5 ～ 3.5

㌢の球形または卵形で黄色に熟し、イ

チゴに似た強い香りと甘酸味があります。しかし、

多数の硬い種子があるため生食には不向きで、ジャ

ムやゼリー、他のジュースなどの香り付けに利用さ

れることが多いです。近縁種にテリハバンジロウ ( 別

名ストロベリーグアバ、イチゴグアバ ) があり、紫

赤色に熟し、本種と同様に利用されます。両種とも

グアバ類のなかでは耐寒性が強く、本土の西南暖地

でしばしば栽培されているのを目にすることがあり

ます。熱帯・亜熱帯では野生化し、駆除している地

域もあります。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

九州電力から感電事故防止のお願い
　毎年 8 月の「電気使用安全月間」（経済産業省
主唱）に合わせ、感電事故防止の活動を推進し
ています。
　電線付近での魚釣りやセミとりはしないよう、
また切れた電線には絶対に触れないようにしてく
ださい。なお、鉄塔や変電所などにも近づかな
いようお願いします。
◎お問い合わせ先
　九州電力 ( 株 ) 熊毛配電事業所
　0120(986)807（無料電話）
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「なかたねお知らせ版」　8月 1日～ 31日

保健センター　すこやかカレンダー
日 行　事

4（木）ぽかぽか教室 13:00~

5（金）母子手帳交付 13:00~

18（木）乳幼児健診

19（金）母子手帳交付 13:00~

24（水）マタニティー教室
お産・母乳 13:00~ 種子島産婦人科医院

乳幼児健診　8 月 18 日（木）
※保健センターで実施

対象者 受付時間 生年月日

3 ～ 5 カ 月 児 09:00~09:15 H28.03.16　～　H28. 5.17 

もうすぐ 1 歳児 10:00~10:15 H27. 8.19　～　H27. 9.15

5 歳 児 12:45~13:00 H23. 5.19　～　H23. 8.17

予防接種　
※接種場所は各医療機関となります。
接種種類 接種期間 接種可能対象者

M R
混 合 1 期 8 月 01 日～ 8 月 06 日

生後 12 カ月～ 24 カ月

M R
混 合 2 期 H22.4.2 ～ H23.4.1

水 痘 8 月 8 日～ 8 月 13 日 生後 12 カ月～ 36 カ月

Ｂ Ｃ Ｇ 8 月 15 日～ 8 月 20 日 生後 3 カ月～ 12 カ月

四種混合 8 月 22 日～ 8 月 27 日 生後 3 カ月～ 90 カ月

日本脳炎 8 月 29 日～ 8 月 31 日
1 期　H23.4.2 ～ H25.4.1

2 期　H18.4.2 ～ H19.4.1

成 人 用
肺炎球菌 4 月 1 日～ 3 月 31 日 対象者には通知

行事・イベントなど
日 行　事

6（土）よいらーいき祭り

7（日）壮年ソフトボール大会 8:00 ～【野球場】

12（金）
子ども体験活動「ウミガメ放流体験」
9:00 ～納官小学校

包括支援センター　介護予防事業
いきいき運動教室
毎週火曜日　9:00 ～　中央体育館
いきいき健康体操教室
毎週水曜日　9:30 ～　中央体育館

公立種子島病院
眼科、耳鼻咽喉科を除く外来診療は午後か
ら休診します。
永嶋医師は 8/1 ～ 8/5、小原医師は 8/12 ～
8/19 の間、研修のため不在となります。

各科 診察日

眼 科 1（月）、2（火）、22（月）、23（火）

耳鼻咽
喉 科

18（木）

整 形
外 科 毎週火曜日の午前中

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

7（日） 田上診療所 ㉗ 0325

14（日） 百合砂診療所 ㉘ 3901

21（日） 公立種子島病院 ㉖ 1230

28（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

子育て支援センターおひさま（保育所内）
※未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場所

26（金）
幼児学級（1 ～ 4 歳児）
感触遊び

伏之前団地集会所

30（火）
赤ちゃん教室（1 歳未満）
感触遊び

伏之前団地集会所

中央保育所園庭開放日
第 2・第 4 月曜日　10:00 ～ 11:30

　※変更になる場合があります。
　　あらかじめご了承ください。
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屋久島→種子島
7:00 7:50

10:00 10:50
12:00 12:50
16:00 16:50

種子島→屋久島
9:20 10:10

10:55 11:45
12:10 13:05
17:40 18:30

■　夏　ダ　イ　ヤ　■
平成 28 年 3 月 12 日～平成 28 年 9 月 19 日

鹿児島→種子島
7:30 9:05

７:45 指宿宮之浦 10:50
9:10 10:45

10:20 11:55
13:00 14:35
16:00 17:35
17:00 18:35

指宿→種子島
8:30 宮之浦 10:50

種子島→指宿
15:00 16:05

種子島→鹿児島
7:00 8:35
8:00 9:35

9:20 宮之浦 12:35
11:05 12:45
13:05 14:40

15:00 指宿 16:55
17:05 18:40

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社

※安房発着
◎は 7 月 23 日（土）～ 8 月 21 日（日）の期間のみ運航

※

※

※

西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

◎

◎

◎

◎

訂正
　２０１６・７月号の「スポー
ツ大会の結果」種子島地区ス
ポーツ少年団競技別交歓大会
の剣道個人戦、６年生男子の
部２位は鳥居哲汰さんでし
た。おわびして、訂正します。

第 10 回うみがめまつり「ウミガメの軌跡～これまでの 10 年～」
■日時　8 月 20 日（土）午前 11 時～午後 4 時
■場所　熊野海水浴場
■内容　講演・フラダンス・タヒチアン
　　　　体験活動・ゲーム・地引き網
　　　　出店飲食コーナーなど
◎お問い合せ先　特定非営利活動法人 Turtle Crew　㉗ 0050

ホームページ　http://turtle-crew.com/top


